


















































表 1 ブロッキング 
intransitive              transitive                ditransitive 
つながる つなぐ  
               つながらせる（ブロッキングされる） 





































b. 旗を｛*立たせた／立てた｝   






















b. *大型トラックが道を塞がらせていた。（cf. 大型トラックが道を塞いでいた。） 
（ⅱ）a. メアリーが水につけて，毛織物を縮ませた。 





















































c. ??店員が床にジュースをこぼれさせた。  





































役文の統語的特徴を明らかにしたうえで，Hasegawa の一連の研究（Hasegawa 2001, 2004, 






ると論じられている（西山 2000, Harley2008）。 
 


























































（15）a. 太郎は次郎を 6 時に起きさせた。 
（ⅰ）太郎が 6 時以前に指示を出して，次郎が 6 時に起きた 
（ⅱ）太郎が 6 時に指示を出し，次郎が 6 時に起きた 
 
b. 太郎は次郎を 6 時に起こした。 
（ⅰ）#太郎が 6 時以前に指示を出して，次郎が 6 時に起きた 
（ⅱ）太郎が 6 時に指示を出し，次郎が 6 時に起きた 









































本節では，Hasegawa の一連の研究における v 素性を用いた分析に基づき，4.1 節（15）
で示した非対格動詞使役文の派生について考察する。 
 
4.2.1 Hasegawa による非動作主の他動詞文に対する分析 
 Hasegawa （2001）をはじめとして，Hasegawa の一連の研究（Hasegawa 2001, 2004, 
長谷川 2002, 2016）では非動作主の他動詞文の派生について論じられている。具体的には，
（17）のように，同じ他動詞文の主語位置に異なる意味役割が生起するという事実に対し













表 2  v 素性の組み合わせ 
 ＋外項 －外項 
＋目的格 （動作主）他動詞 X 
－目的格 Y 4 非対格動詞 
（Hasegawa 2001：9 英語表記を日本語表記に改めた，（）内は筆者補足） 
 
（17a）のような動作主の他動詞文は，表 2 にあるように，[＋外項][＋目的格]の素性を持
ち，動作主は vP の指定部に直接生起する。一方で，（17b, c）のような非動作主の他動詞文
























 （ⅰ）京子が（故意に）倒れた。（長谷川 2002：808） 
TP 
NP 



















 （19）a. 電車が｛＊運転手で／＊運転手によって｝遅れた。 
   b. 電車が事故で遅れた。 
（長谷川 2016：10） 
 






















































v [-外項] [+目的格] 
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 本節では，3.2 節で示した問題提起に対して，ここまでの分析に基づいて説明を与える。 






さらに 4.2 節で示したように，Hasegawa の一連の研究による v 素性の分析に基づいた分
析によって，（21）の問題点は（22）のように主節(s)ase の v 素性における選択制限の問題
として捉えられる。 
 
















（23）a. 京子が（故意に）倒れた。（長谷川 2002：808） 
   b. 監督が京子を（故意に）倒れさせた。 
（cf. ??監督が椅子を倒れさせた。） 
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 以上から，非対格動詞の使役文における主語の意味役割の制限，ひいては v 素性の制限につ
いては，次のように説明できる。 
 































5 外崎（2005）では(s)ase が選択する要素が vP か√P（本稿での VP に相当する）かどうかによって，統
語的使役や語彙的使役の違い，また強制使役や許容使役といった意味の違いが生じることを論じている。 
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